日本ケアマネジメント学会

第4期理事選出選挙投票要領（案）
１．被選挙権を有する者

　　日本ケアマネジメント学会会員は、原則として全て被選挙権を有します。同封の「日本ケアマネジメント学会会員被選挙人名簿」（平成21年度版）をご参照下さい。
　　なお、この名簿には、平成22年3月31日までに入会された会員が掲載されています。

２．被選挙権を有しない者

（１）日本ケアマネジメント学会理事及び監事選出規則第5条第1項の「理事の選挙について被選挙権を有する者は、当該選挙の行われる年の前年度までに入会し、同年度までの会費を納めている者とする。」の規定により、この要件を満たしていない会員は被選挙権を有しません。
　　　なお、名簿に「☆」印が記載されている会員は、上記の理由により被選挙権を有しません。

（２）選挙管理名簿の作成に際し、同名簿に氏名の掲載を同意されなかった方は、被選挙権を有しません。

３．間接選挙人の選任

　　間接選挙人は、評議員とします。
４．投票の方法及び注意

（１）選挙管理委員会が発行した投票用紙には、被選挙権を有する会員5名を所定欄に記入して下さい。
（２）投票用紙下の枠内会員番号欄には、被選挙人名簿の氏名下に示した会員番号を記入して下さい。
（３）記入が終わった投票用紙は、各票を切り離さず「投票用中封筒」に封入し、これを「返信用封筒」に封入して所定の位置に投票者の住所、氏名を明記の上投票期限までに到着するよう投函して下さい。
５．無効票の扱い

（１）投票期限までに到着しなかったものは、無効とします。
（２）投票用紙に指定された事項以外の記入がある場合は、その記入のある票のみを無効とします。

（３）「投票用中封筒」に投票者の住所、氏名の記入や押印などがある場合は、その封筒に入っている票を全て無効とします。
（４）一枚の封筒に理事5名票以上の投票用紙が入っている場合は、その封筒に入っている票を全て無効とします。

（５）一枚の投票用紙に同一人氏名が2票以上記入されている場合は、その内1票のみを有効とし、それ以外の同一人氏名の票を全て無効とします。
（６）その他、選挙管理委員会が無効と認めたものとします。

６　投票期限

　　平成22年　　月　　日（　　）までに到着したものを有効とします。

７　開票

（１）平成22年　　月　　日（　　）本学会事務局員を立会人として、選挙管理委員会が開票します。

（２）開票の結果、獲得票上位10名を当選とします。

８　投票の秘密

　　選挙管理委員会に郵送された封筒は、開票日まで厳重に保管し投票の秘密は厳守いた

します。
９　投票用紙の送付先
　　〒160－0003　　東京都新宿区本塩町21　四谷ニューマンション206号

　　　　　　　　　　日本ケアマネジメント学会事務局　選挙管理委員会

　　　　　　　　　　　℡　03－5919－2245　　FAX　03－5919－2246

10　本要領の施行

　　平成21年6月19日
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